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今月の特集！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

レファレンスだより 2021年6月号 No.223 
 

■レファレンス受付件数（2021年 3月分） 

参考 人文 社会 自然 郷土・文書 

716 929 207 198 178 

国際 国連 こども ﾎﾟﾋﾟｭﾗｰ 合計 

231 14 320 1733 4526 

（開館日 24日 一日平均 189件） 

 

図書館では、情報を求める利用者に対して、
図書館の資料と機能を活用して調査のお手伝い
をする「レファレンスサービス」を提供しています。
法律相談や物品鑑定などお答えできない質問も
あります。「レファレンスだより」は、実際に寄せら
れた質問について、総合図書館が回答した事例
の一部を紹介する情報紙です。 

雨模様の多いこの時期…梅雨と合わせて虹の季節とも言え

ますね。 

虹の最も古い記述は「旧約聖書」のノアの物語と言われ、

祝福と希望の象徴として語られます。研究史では紀元前 350

年頃アリストテレスの『気象論』において登場します。 

さあ、太陽を背にし、雨と向かい合ってみましょう。 

虹の架け橋に出会えるかもしれません。 

 

 虹を科学する 

 

 

 
 

「光学」ニュートン 

（『科学の名著 6 ニュートン』より） 

朝日出版社 1981 年 

虹がなぜ色づくのかを解明！ 
 

『太陽からの贈りもの 虹,ハロ,光輪,蜃気楼』 
 Robert Greenler／著  

小口高・渡邉堯／共訳 丸善 1992 年 
 

 『虹の解体』 
リチャード・ドーキンス／著  

福岡 伸一／訳 早川書房 2001 年 
  

虹を文学する 

 
 

『薔薇物語』 
 ギヨーム・ド・ロリス／作 ジャン・ド・マン／作 

篠田 勝英／訳 平凡社 1996 年 
 

『日本語と外国語』 鈴木 孝夫／著 岩波新書 1990 年 

虹の色数が国によって異なるのはなぜでしょう？ 

言語学者による論考「虹は何色か」。 
 

 

虹を楽しむ 

 

『虹の西洋美術史』 ちくまプリマー新書 

 岡田 温司／著 筑摩書房 2012 年 

 

『虹の図鑑 しくみ、種類、観察方法』 

 武田 康男／文・写真 緑書房 2018 年 

 

 

 

「気象論」 

（『アリストテレス全集 5』より） 
岩波書店 1969 年 

 

「大著作」ロジャー・ベイコン 

（『中世思想原典集成 12』より） 

   上智大学中世思想研究所／編訳・監修 

   平凡社 2001 年 

 

『色と形と音の瞑想』シュタイナー／著 

 西川 隆範／訳 風濤社 2001 年 

 

『虹 その文化と科学』 
 西条 敏美／著 恒星社厚生閣 1999 年 

  神話から数学的な内容まで興味深い一冊。 
 

『銀河の道 虹の架け橋』 
 大林 太良／著 小学館 1999 年 

  民俗学的な視点で、読み物としても面白い。 
 

『<図説>虹の文化史』 
 杉山 久仁彦／著 河出書房新社 2013 年 

   

虹の文化 

 

虹を哲学する 
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2020年４月１２日の朝日新聞「日曜に想う」で質問内容の掲載を確認しました。 

「カドメイアの勝利ということわざはギリシア神話に由来する。勝つには勝ったが 

 負けたのに等しい打撃をこうむる。そんな勝ち方のことをいう。」 

 

 

（回答）「カドメイアの勝利」という“ことわざ”や言葉そのものの本は見つかりませんでしたが、 

      以下の①『歴史』から「デバイ攻撃の七将」の話であると思われます。 

      ①と②③④のギリシア神話のテーバイ（カドメイア）に関する伝説や「テーバイへの七将」が 

      載っている資料を紹介します。 
 

① 『歴史』（ヘロドトス／[著] 青木 巌／訳 新潮社 1978年）閉架書庫 

p.77：「カドメイア的勝利とは、かの「デバイ攻撃の七将」の戦いにおいて、エテオクレスとポリュ

ニケスの両名が共倒れとなった事に由来することわざであって、勝者が獲得した以上に多くの物を失

う、といったような勝利のことをいう。」 

② 『ギリシア神話 テーバイ物語』（R.L.グリーン／著 真方 陽子／訳 筑摩書房 1991年）閉架書庫 

③ 『ギリシア神話 下巻』（呉 茂一／著 新潮社 1981年）閉架書庫 

④ 『ギリシア神話：ギリシア悲劇を中心に』（古川 堅治／著 学文社 1998年）２階Ｂ７ 164.31/ﾌ 

質問：ホームヘルパーの利用者とのトラブルや悩み事について参考になる資料はないか。 

（社会科学） 

 回答：以下のような資料があります。 

 

① 『老人介護大発見 ： 家族・ケアマネ・介護職からの質問 88』 

   （三好 春樹／著 雲母書房 2008年）１階ポ６６ 369.26/ﾐ 

② 『利用者のための介護トラブル解決法』 

   （沖野 達也／著 家の光協会 2003年）１階ポ６６ 369.26/ｵ 

③ 『利用者のための介護トラブル解決法 身体介護編』 

   （沖野 達也・野田 洋子／著 家の光協会 2005年）１階ポ６６ 369.26/ｵ 

④ 『在宅介護悩んだとき困ったとき私たちはこうしています』 

   （造事務所／編 三修社 2000年）閉架書庫 369.26/ｻﾞ 

⑤ 『在宅介護 SOS!』 

   （造事務所／編 三修社 2001年）閉架書庫 369.26/ｻﾞ 

⑥ 『イラストでわかる介護職のためのきちんとした言葉のかけ方・話の聞き方』 

   （柴田 範子／著 成美堂出版 2013年）１階ポ６６ 369.26/ｼ 

⑦ 『介護現場で使える会話の引き出し便利帖』 

   （布施 克彦／著 翔泳社 2013年）１階ポ６６ 369.26/ﾌ 

⑧ 『基礎介護技能 100のチェックポイント』 

   （沖野 達也・野田 洋子／著 中央法規出版 2005年）１階ポ６６ 369/ｵ 

⑨ 『女優が実践した介護が変わる魔法の声かけ』 

   （北原 佐和子／著 飛鳥新社 2014年）１階ポ６６ 369.26/ｷ 

質問：ギリシア神話“カドメイアの勝利”が載っている書籍を読みたい。（人文科学） 

（カドメイアの勝利については、2020年４月１２日の朝日新聞「日曜に想う」に載っていた。） 
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質問：井上ひさし著『四十一番の少年』に所収の短編「あくる朝の蝉」の中で、エゾ蝉につ

いて“頭を下に向けて幹にとまる”、“大声を出すとびっくりして飛び出すが、さかさま

にとまっているので地面に衝突し、気絶してしまう”とあるが、本当か。（自然科学） 

 

回答：エゾ蝉が頭を下に向けて幹にとまるというのは本当です。  

 

調査に利用した図書館資料 

①『世界大百科事典 3 2009年改訂新版 イン-エン』 

（平凡社 2009年）２階Ｃ１ R031/ｾ p.559 

②『標準原色図鑑全集 2 昆虫』 

 （保育社 1977年）２階Ｅ２ R460.38/ﾋ p.126 

③『原色日本昆虫図鑑 下』（保育社 1955年）２階Ｅ２ R486.03/ｹﾞ p.136 

④『蟬の生物学』（加藤 正世／著 サイエンティスト社 1981年） 

 ２階Ｅ８ 486.5/ｶ p.161 

⑤『検索入門セミ・バッタ』（宮武頼夫、加納康嗣／編著 保育社 1992年） 

 ２階Ｅ８ 486.4/ｹ p.28、185 

頭を下に樹木にとまる写真あり。（調査した資料の中で下向きの写真はこの１枚のみ。） 

⑥『昆虫 フィールド図鑑』 

（矢島稔、佐藤有恒／解説・写真 東海大学出版会 1984年） 閉架書庫 486/ﾔ p.92 

質問：李商隠の「未語先笑（未語先咲）」の出典を知りたい。（国際） 

回答：以下のような資料があります。 

 

① 『大漢和辞典』巻２（諸橋 轍次／著 大修館書店 1984年）２階Ｃ１ R813.2/ﾓ 

 p.991 「咲」に「李商隠雑纂 悪模様 未語先咲」と記載。 

② 『新訂 字統』（白川 静／著 平凡社 2004年）２階Ｂ２ R821.2/ｼ 

 p.454 「咲」 の解説に「唐の李商隠の雑纂に「悪模様」、「かたはらいたきもの」として、「未だ

語らざるに先づ笑（咲）ふ」の一条がある」と記載。 

③ 『中国古典文学大系 59 歴代笑話選』２階Ｂ２４ 928/ﾁ 

   p.395 （25）憎らしい様子（悪模様） の本文中には「未語先笑（咲）」の文言なし。 

   p.396 （30）世俗に通ぜぬ（少知塵俗）に「いわぬ先に笑う」の文言あり。 

【中国語資料】 

      ④ 『雑纂．談薮．新 大唐三蔵取経記．採録小説史材料書目．明以来小説』閉架書庫 

 p.10 「悪模様」の原文には「未語先笑」の文言なし。 

   p.12 「少知塵俗」に「未語先笑」の文言あり。 

 

上記の資料から、出典は李商隠の雑纂 少知塵俗と推察される。   
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    今月の一冊！ 
 

 

『落語演目・用語事典』 
（稲田 和浩／編 日外アソシエーツ 2021年） ２階Ｃ１３ R779.13/ｲ 

 

この本は、演目（落語のタイトル）から落語を調べる演目事典、落語に関連する言葉を調べる用語事典、演目がわから

ない際に思いついた言葉から落語が引けるキーワード索引から構成されています。 

また、解説には「落語の歴史」（落語の起源はいつ頃？、落語のはじまり、落語と近代など）が書かれており、読み物と

しても興味深い本です。 

使ってみました 吉原に行く途中に「追剥（おいはぎ）」が出てくる話の演目は何？ 

キーワード索引で「追剥」を引くと→「蔵前駕籠 63」と記載がありました。演目事典ｐ.63 の該当部分で内容を確認し

演目は、くらまえかご【蔵前駕籠】だとわかりました。さらに用語事典で「追剥」を調べると、（職業）路上強盗、（演）「蔵前

駕籠」という記載が確認できました。 

 

総合図書館 専門図書 新刊案内 

新着本の一部を紹介します。読んでみたい本がありましたら、気軽にお尋ねください。 

 

 書名 著者名 出版者 請求記号 

人 

文 

「くだらない」文化を考える：ネットカル

チャーの社会学 
平井 智尚／著 七月社 007.3/ﾋ 

水屋の研究：茶書から見る成立と変遷 飯島 照仁／著 淡交社 791.6/ｲ 

社 

会 

寝室の歴史：夢/欲望と囚われ/死の空間 
ミシェル・ペロー／[著] 

持田 明子／訳 
藤原書店 383.9/ﾍﾟ 

友人の社会史：1980-2010 年代私たちにと

って「親友」とはどのような存在だったの

か 

石田 光規／著  晃洋書房 361.4/ｲ 

自 

然 

オランダ絵画にみる解剖学：阿蘭陀外科医

の源流をたどる 

ﾌﾗﾝｸ･ｲﾍﾟﾏ／著  

ﾄｰﾏｽ・ﾌｧﾝ・ﾋｭｰﾘｯｸ／著  

森 望／訳  

ｾﾊﾞｽﾃｨｱﾝ・ｶﾝﾌﾟ／訳 

東京大学出版会  491.1/ｲ 

学名の秘密：生き物はどのように名付けら

れるか 

ｽﾃｨｰｳﾞﾝ・B.ﾊｰﾄﾞ／著  

上京 恵／訳 
原書房 460.34/ﾊ 

 

今月の展示 ～総合図書館２階 展示図書のご案内～ 

毎月 6つの部門でテーマ展示をしています。貸出も可能ですので、是非ご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

≪人文科学≫   心理学の世界 

≪自然科学≫   メンタルヘルス 

≪社会科学≫ 

≪国際≫     防災・防疫 

≪１階 特設展示棚≫ STOP The HATE 

 

≪国連≫     生物多様性 

 

 ボンジュール、 
       フランス共和国 


